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１．社会資本整備総合交付金事業
の事後評価制度
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（１）社会資本整備総合交付金の概要
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ＡＡＡＡ ＢＢＢＢ

ＣＣＣＣ

ＡＡＡＡ事業事業事業事業、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ事業事業事業事業、Ｃ、Ｃ、Ｃ、Ｃ事業事業事業事業をををを組組組組みみみみ合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、１つの１つの１つの１つの社会資本総合整備計画社会資本総合整備計画社会資本総合整備計画社会資本総合整備計画をををを作成作成作成作成

・・・・茨木市総合交通戦略茨木市総合交通戦略茨木市総合交通戦略茨木市総合交通戦略（（（（H24H24H24H24～～～～28282828年度年度年度年度））））→→→→ＡＡＡＡ事業事業事業事業のみでのみでのみでのみで構成構成構成構成
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（２）事後評価とは
①事後評価の目的
・事業の成果等を客観的に診断し、
・今後のまちづくりを適切な方向で実施するとともに、
・事業の成果を住民にわかりやすく説明すること
②事後評価の時期
・交付期間（最大5年間）の終了年度または翌年度
・翌年度から2期計画を実施する場合は、終了年度中

に実施し改善方策等を反映

社会資本整備総合交付金交付要綱社会資本整備総合交付金交付要綱社会資本整備総合交付金交付要綱社会資本整備総合交付金交付要綱（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））

第１０ 社会資本総合整備計画の評価
１ 地方公共団体等は、社会資本総合整備計画を作成したときは、これを公表
するものとする。交付期間の終了時には、社会資本総合整備計画の目標の実
現状況等について評価を行い、これを公表するとともに、国土交通大臣に報
告しなければならない。

・茨木市総合交通戦略は交付終了後も事業継続

するため、２期計画を作成予定（H29～）
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③事後評価の進め方

・事後評価の内容及び事後評価の進め方について
具体的な取決めがないため、

「まちづくり交付金 評価の手引き」を活用

・あらかじめ作成した方法書に従って事後評価を実施

・事後評価時に、計測ができない指標や関連する事業
が未完成の指標は、見込み値で評価し、翌年度以降
にフォローアップを実施

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり交付金評価交付金評価交付金評価交付金評価のののの手引手引手引手引きききき（（（（平成平成平成平成20202020年度版年度版年度版年度版））））

・まちづくり交付金事業（現在は「都市再生整備計画事業」）を実施
しようとする市町村が、都市再生整備計画の作成及び事前評価
並びに事後評価等を行う際の参考となるよう作成されたもの
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方法書の作成

成果の評価 実施過程の評価

効果発現要因の整理

今後のまちづくり方策の作成

④事後評価の実施フロー

事後評価原案の公表

建設事業評価委員会の審議

評価結果のまとめ（事後評価シートの完成）

評価結果の公表と国への報告

フォローアップの実施と結果の公表

Step1 Step1 Step1 Step1 
方法書の作成方法書の作成方法書の作成方法書の作成

Step2Step2Step2Step2
事業の成果及事業の成果及事業の成果及事業の成果及
び実施過程のび実施過程のび実施過程のび実施過程の
検証検証検証検証

Step3Step3Step3Step3
フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ

H28.10.24
庁内検討会議
での意見聴取

H2８.11.８
～H2８.12.７

H29.1.25
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○成果の評価についての意見聴取
・数値指標の達成状況
・その他の数値指標による効果発現の計測

○指標ごとの効果発現要因についての意見聴取
・なぜ数値指標が達成できたか（できなかったか）

○今後のまちづくり方策についての意見聴取
・事業の実施による効果発現を受けて、今後どのよう

なまちづくりを行っていくべきか。

○フォローアップ計画についての意見聴取

建設事業の効率性や、その実施過程における透明性の一層

の向上を図るため、数値目標の達成状況や数値目標以外の数値目標の達成状況や数値目標以外の数値目標の達成状況や数値目標以外の数値目標の達成状況や数値目標以外の

指標による効果発現等をふまえて審議し、市長に対して指標による効果発現等をふまえて審議し、市長に対して指標による効果発現等をふまえて審議し、市長に対して指標による効果発現等をふまえて審議し、市長に対して

意見を述べること意見を述べること意見を述べること意見を述べること。

⑤茨木市建設事業評価委員会の役割と審議事項

■審議事項■審議事項■審議事項■審議事項

■役割■役割■役割■役割
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２．社会資本総合整備計画で
定める事業内容
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（１）整備概要図

【【【【JRJRJRJR茨木駅茨木駅茨木駅茨木駅】】】】

【基幹事業】A6 
総持寺駅前線
H32供用予定

【基幹事業】A4 
庄中央線
H32供用予定

（仮称）ＪＲ
総持寺駅

【基幹事業】A8 
JR茨木駅駅舎改良事業
H29供用予定

至 京都

至 河原町

国道１７１号
西河原交差点

庄
中

央
線

【基幹事業】
阪急総持寺駅
西口交通広場
H32供用予定
（2期計画で予定）

ＪＲ茨木駅

阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅阪急茨木市駅

阪急総持寺駅

【【【【庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区】】】】

上りホーム

下りホーム

大
阪
方
面

ＪＲ西日本にて施工

旅客
トイレ

東口駅前広場

西口駅前広場

出札
駅事務室

上り外側線

上り内側線
下り内側線

下り外側線

下り待避線

柵内
コンコース

店舗

京
都
方
面

店舗開発

ｴｽｶﾚｰﾀ-
新設

旅客ﾄｲﾚ改修

柵
外
コ
ン
コ
ー
ス

ｺﾝｺｰｽ改修

位置図位置図位置図位置図

【関連事業】駅東口駅前広場整備

【関連事業】
アクセス道路整備

五反田橋梁

【基幹事業】
（仮称）JR総持寺
駅西駐輪場
H29供用予定
（2期計画で予定）
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交付対象事業交付対象事業交付対象事業交付対象事業（（（（基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業のみのみのみのみ））））

事業実施期間事業実施期間事業実施期間事業実施期間（（（（年度年度年度年度））））

H24H24H24H24 H25H25H25H25 H26H26H26H26 H27H27H27H27 H28H28H28H28

----

1,8421,8421,8421,842

1,842.01,842.01,842.01,842.0

----民間民間民間民間

アクセスアクセスアクセスアクセス道路(庄23号線)整備道路(庄23号線)整備道路(庄23号線)整備道路(庄23号線)整備

1111 民間民間民間民間 （（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅駅前広場整備総持寺駅駅前広場整備総持寺駅駅前広場整備総持寺駅駅前広場整備
駅前広場整備駅前広場整備駅前広場整備駅前広場整備
（（（（A =2,350A =2,350A =2,350A =2,350㎡）㎡）㎡）㎡）

JRJRJRJR茨木駅東口駅前広場整備茨木駅東口駅前広場整備茨木駅東口駅前広場整備茨木駅東口駅前広場整備

JRJRJRJR茨木駅店舗開発茨木駅店舗開発茨木駅店舗開発茨木駅店舗開発

道路整備道路整備道路整備道路整備（（（（L=270mL=270mL=270mL=270m／／／／W=12mW=12mW=12mW=12m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちうちうちうち歩道3.0歩道3.0歩道3.0歩道3.0mmmm「「「「両側両側両側両側」）」）」）」）

人工地盤整備人工地盤整備人工地盤整備人工地盤整備（（（（A =2,600A =2,600A =2,600A =2,600㎡）㎡）㎡）㎡）
エスカレータ ーエスカレータ ーエスカレータ ーエスカレータ ー設置等設置等設置等設置等

駅店舗開発駅店舗開発駅店舗開発駅店舗開発（（（（A =1,100A =1,100A =1,100A =1,100㎡）㎡）㎡）㎡）

2,315.02,315.02,315.02,315.0

369369369369

387.8387.8387.8387.8

449449449449

386.4386.4386.4386.4

1,6751,6751,6751,675

479479479479

410.2410.2410.2410.2

6666

31.631.631.631.6

700700700700

533.0533.0533.0533.0

自由通路自由通路自由通路自由通路・・・・歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=165mL=165mL=165mL=165m／／／／W=4.0W=4.0W=4.0W=4.0～4.5～4.5～4.5～4.5mmmm））））

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=80mL=80mL=80mL=80m／／／／W=5.0mW=5.0mW=5.0mW=5.0m））））

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=420mL=420mL=420mL=420m／／／／W=12mうちW=12mうちW=12mうちW=12mうち歩道2.5歩道2.5歩道2.5歩道2.5mmmm「「「「両側両側両側両側」）」）」）」）

駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備
（（（（A =2,629A =2,629A =2,629A =2,629㎡）㎡）㎡）㎡）

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備（（（（L=1,200mL=1,200mL=1,200mL=1,200m／／／／W=12W=12W=12W=12～13～13～13～13mmmm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちうちうちうち歩道2.5歩道2.5歩道2.5歩道2.5～3.0～3.0～3.0～3.0mmmm「「「「両側両側両側両側」)」)」)」)

付替付替付替付替ええええ道路整備 道路整備 道路整備 道路整備 （（（（L=220mL=220mL=220mL=220m／／／／W=5.0W=5.0W=5.0W=5.0～6.5～6.5～6.5～6.5mmmm））））

横断歩道橋設置横断歩道橋設置横断歩道橋設置横断歩道橋設置

鉄道駅改良鉄道駅改良鉄道駅改良鉄道駅改良
（（（（エスカレータ ー5エスカレータ ー5エスカレータ ー5エスカレータ ー5基設置基設置基設置基設置、、、、ト イレト イレト イレト イレ改修等改修等改修等改修等））））

西河原歩専14号線西河原歩専14号線西河原歩専14号線西河原歩専14号線

庄歩専24号線庄歩専24号線庄歩専24号線庄歩専24号線

庄中央線庄中央線庄中央線庄中央線

（（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場

総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線

総持寺9号線総持寺9号線総持寺9号線総持寺9号線

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

A2A2A2A2

A3A3A3A3

A4A4A4A4

A5A5A5A5

A6A6A6A6

A7A7A7A7

A1A1A1A1
都市都市都市都市
交通交通交通交通

（（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業
鉄道駅設置鉄道駅設置鉄道駅設置鉄道駅設置
架道橋架道橋架道橋架道橋（（（（五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁））））改築改築改築改築

5,6045,6045,6045,604

6,244.06,244.06,244.06,244.0

関連事業関連事業関連事業関連事業

A8A8A8A8

H29H29H29H29

H29H29H29H29
(一部(一部(一部(一部H26)H26)H26)H26)

H27H27H27H27

H30H30H30H30

JRJRJRJR茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業
2,1902,1902,1902,190

2,190.02,190.02,190.02,190.0

----

2222

3333

4444

民間民間民間民間

都市都市都市都市
再生再生再生再生

道路道路道路道路

都市都市都市都市
交通交通交通交通

番号番号番号番号
事業事業事業事業
種別種別種別種別

要素事業名要素事業名要素事業名要素事業名 事業内容事業内容事業内容事業内容

事業費事業費事業費事業費
（（（（百万円百万円百万円百万円））））

上段上段上段上段：：：：計画値計画値計画値計画値
下段下段下段下段：：：：実績値実績値実績値実績値

供用供用供用供用
年度年度年度年度

(予定含)(予定含)(予定含)(予定含)

H29H29H29H29
(一部(一部(一部(一部H28)H28)H28)H28)

H29H29H29H29

H29H29H29H29

H32H32H32H32

H29H29H29H29

H32H32H32H32

H29H29H29H29
未定未定未定未定

H29H29H29H29

（２）整備事業の概要
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（３）事業実施状況写真

③③③③総持寺駅総持寺駅総持寺駅総持寺駅前線前線前線前線（（（（A6A6A6A6））））

②②②② 五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁（（（（A1A1A1A1））））

竣工前竣工前竣工前竣工前 竣工後竣工後竣工後竣工後

①①①① （（（（仮称仮称仮称仮称）ＪＲ）ＪＲ）ＪＲ）ＪＲ総持寺駅総持寺駅総持寺駅総持寺駅（（（（A1A1A1A1）））） ④④④④ＪＲＪＲＪＲＪＲ茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良（（（（A8A8A8A8））））

施工中施工中施工中施工中（（（（H28.10H28.10H28.10H28.10））））

⑤⑤⑤⑤ アクセスアクセスアクセスアクセス道路道路道路道路（（（（関連事業関連事業関連事業関連事業））））

⑥⑥⑥⑥ＪＲＪＲＪＲＪＲ茨木駅東口駅前広場茨木駅東口駅前広場茨木駅東口駅前広場茨木駅東口駅前広場（（（（関連事業関連事業関連事業関連事業））））

竣工前竣工前竣工前竣工前 竣工後竣工後竣工後竣工後

完成完成完成完成イメージイメージイメージイメージ図図図図

竣工前竣工前竣工前竣工前 竣工後竣工後竣工後竣工後

竣工前竣工前竣工前竣工前

竣工前竣工前竣工前竣工前 竣工後竣工後竣工後竣工後

完成完成完成完成イメージイメージイメージイメージ図図図図
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（４）整備方針

計画の目標 計画の成果目標 計画の整備事業

AAAA１１１１ ((((仮称仮称仮称仮称)JR)JR)JR)JR総持寺駅整備総持寺駅整備総持寺駅整備総持寺駅整備
AAAA２２２２ 西河原歩専西河原歩専西河原歩専西河原歩専14141414号線号線号線号線
AAAA３３３３ 庄歩専庄歩専庄歩専庄歩専24242424号線号線号線号線
AAAA４４４４ 庄中央線庄中央線庄中央線庄中央線
AAAA５５５５ ((((仮称仮称仮称仮称)JR)JR)JR)JR総持寺駅総持寺駅総持寺駅総持寺駅

駅前駐輪場駅前駐輪場駅前駐輪場駅前駐輪場
AAAA６６６６ 総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線
AAAA７７７７ 総持寺総持寺総持寺総持寺9999号線号線号線号線

A1A1A1A1 ((((仮称仮称仮称仮称)JR)JR)JR)JR総持寺駅整備総持寺駅整備総持寺駅整備総持寺駅整備

Ａ８Ａ８Ａ８Ａ８ JRJRJRJR茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良茨木駅駅舎改良
JRJRJRJR茨木駅の茨木駅の茨木駅の茨木駅の

乗降客数の増加乗降客数の増加乗降客数の増加乗降客数の増加

五反田橋梁下を五反田橋梁下を五反田橋梁下を五反田橋梁下を
通過する車両の通過する車両の通過する車両の通過する車両の

桁接触事故の減少桁接触事故の減少桁接触事故の減少桁接触事故の減少

地区計画区域内の地区計画区域内の地区計画区域内の地区計画区域内の
居住人口の増加居住人口の増加居住人口の増加居住人口の増加

目標①目標①目標①目標①
・交通結節機能の強化・交通結節機能の強化・交通結節機能の強化・交通結節機能の強化
・活力ある居住環境・活力ある居住環境・活力ある居住環境・活力ある居住環境

の形成の形成の形成の形成

目標②目標②目標②目標②
・五反田橋梁下を・五反田橋梁下を・五反田橋梁下を・五反田橋梁下を

通過する車両の通過する車両の通過する車両の通過する車両の
安全性向上安全性向上安全性向上安全性向上

目標③目標③目標③目標③
・駅利便性の向上と・駅利便性の向上と・駅利便性の向上と・駅利便性の向上と

利用促進利用促進利用促進利用促進
・駅を中心とする・駅を中心とする・駅を中心とする・駅を中心とする

市街地中心部の活性化市街地中心部の活性化市街地中心部の活性化市街地中心部の活性化 13



（５）目標・整備方針と指標の関係

目標1
地区計画区域内の地区計画区域内の地区計画区域内の地区計画区域内の
居住人口の増加居住人口の増加居住人口の増加居住人口の増加

目標2
五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する
車両の桁接触事故の減少車両の桁接触事故の減少車両の桁接触事故の減少車両の桁接触事故の減少

目標3
JRJRJRJR茨木駅の茨木駅の茨木駅の茨木駅の

乗降客数の増加乗降客数の増加乗降客数の増加乗降客数の増加

指標１指標１指標１指標１
庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区
地区計画区域内の人口地区計画区域内の人口地区計画区域内の人口地区計画区域内の人口

指標２指標２指標２指標２

五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する五反田橋梁下を通過する
車両の桁接触事故車両の桁接触事故車両の桁接触事故車両の桁接触事故件数件数件数件数

指標３指標３指標３指標３
JRJRJRJR茨木駅の茨木駅の茨木駅の茨木駅の
年間乗降客数年間乗降客数年間乗降客数年間乗降客数

その他の数値指標１その他の数値指標１その他の数値指標１その他の数値指標１
（仮称）（仮称）（仮称）（仮称）JRJRJRJR総持寺駅総持寺駅総持寺駅総持寺駅
周辺（半径周辺（半径周辺（半径周辺（半径700m700m700m700m圏圏圏圏
内）の新設住宅戸数内）の新設住宅戸数内）の新設住宅戸数内）の新設住宅戸数

※指標１の補足指標

その他の数値指標その他の数値指標その他の数値指標その他の数値指標2222
庄一丁目地内の公示価庄一丁目地内の公示価庄一丁目地内の公示価庄一丁目地内の公示価
格（標準地）の変動率格（標準地）の変動率格（標準地）の変動率格（標準地）の変動率

14



３．数値目標の達成状況と
効果発現要因の整理
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◆指標１：庄一丁目地区
地区計画区域内の居住人口

【数値目標の達成状況】

従前値
0人

(平成24ফ২)

目標値
1,200人

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
1,141人

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを未達成未達成未達成未達成

①従前値の計測

（１）計測時期→平成24年2月（整備計画作成時）

（２）計測方法→地区計画区域内の駅前マンション開発が
未整備のため、0と設定。

②評価値（今回）の計測

（１）計測時期→平成28年10月

（２）計測方法→住民基本台帳の住所別世帯構成一覧データ
（平成28年9月末時点）より集計し、評価値
（見込み値）とする。

16



◆指標１：庄一丁目地区
地区計画区域内の居住人口

【効果発現要因の整理】

目標値
1,200人

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
1,141人

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを未達成未達成未達成未達成

総合
所見

平均世帯人数（2.7人）が予想値（3人）よりも少なく目
標値を達成できなかったが、住宅戸数では目標値400戸
に対し評価値421戸で目標を達成した。

また、アクセス道路整備など都市基盤整備により居住
環境が向上し、着実に人口定着が図られている。

庄一丁目庄一丁目庄一丁目庄一丁目

庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区
地区計画地区計画地区計画地区計画

17



【数値の状況】

従前値
96ૺ

(平成24ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
635ૺ

(平成28ফ২)

①従前値の計測

（１）計測時期→平成28年9月

（２）計測方法→平成24年度 建築確認申請より集計。

②評価値（今回）の計測

（１）計測時期→平成28年9月

（２）計測方法→従前値と同様の手法で集計。平成28年度の建築確
認申請は平成29年4月末に公表予定。

→平成27年度分を評価値（見込み値）とする。

◆その他の数値指標１：(仮称)JR総持寺駅
周辺(半径700m圏内)の新設住宅戸数

住宅供給住宅供給住宅供給住宅供給がががが増加増加増加増加
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◆その他の数値指標１：(仮称)JR総持寺駅
周辺(半径700m圏内)の新設住宅戸数

H26→ライオンズ茨木Ａ街区（229戸）
H27→ライオンズ茨木Ｂ街区（192戸）

J-GRAN（283戸）

総合
所見

駅周辺地域においても、駅や駅周辺道路整備
などの都市基盤整備を契機とした住宅供給が
増加している。

700m700m700m700m

【効果発現要因の整理】

元
茨
木
川
緑
地

元
茨
木
川
緑
地

元
茨
木
川
緑
地

元
茨
木
川
緑
地
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◆その他の数値指標２：庄一丁目地内の
公示価格（標準地）の変動率

【数値の状況】

従前値
100％

(平成24ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
102.2％

(平成28ফ২)

①従前値の計測

（１）計測時期→平成28年9月

（２）計測方法→平成25年 地価公示（国土交通省発刊）より算出。

②評価値（今回）の計測

（１）計測時期→平成2８年9月

（２）計測方法→従前値と同様の手法で算出。平成28年度の価格は
平成29年３月末に公表予定。

→平成27年度分（平成28年 地価公示）を評価値
（見込み値）とする。

上昇傾向上昇傾向上昇傾向上昇傾向
20



◆その他の数値指標２：
庄一丁目地内の公示価格(標準地)の変動率

【効果発現要因の整理】

総合
所見

都市基盤整備を契機に地価が上昇傾向であり、
市域全体の住宅地の地価変動率と比べても高い。
また、新駅開業後は地価がより上昇すると予想
される。

196,000196,000196,000196,000

176,000176,000176,000176,000

180,000180,000180,000180,000
庄一丁目庄一丁目庄一丁目庄一丁目

庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区
地区計画地区計画地区計画地区計画

公示価格公示価格公示価格公示価格（（（（住宅地住宅地住宅地住宅地））））変動率変動率変動率変動率
庄一丁目地内庄一丁目地内庄一丁目地内庄一丁目地内・・・・・・・・102.2％％％％
市域全体市域全体市域全体市域全体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・101.1％％％％
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◆指標２：五反田橋梁下を通過する
車両の桁接触事故件数

【数値目標の達成状況】

従前値
4件

(平成24ফ২)
※H16عH22の平均

目標値
0件

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
0件

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成

①従前値の計測

（１）計測時期→平成24年2月（整備計画作成時）

（２）計測方法→施設管理者である西日本旅客鉄道(株)に事故件数を確認。
過去7年間（H16～22）の平均値で設定。

②評価値（今回）の計測

（１）計測時期→平成28年10月

（２）計測方法→従前値と同様、平成28年度の上半期（4月～9月）と
空頭高さ改善後（平成28年7月末）の事故件数を確認。

→空頭高さ改善後の事故件数を評価値（見込み値）とする。
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◆指標２：五反田橋梁下を通過する
車両の桁接触事故件数

【効果発現要因の整理】

目標値
0件

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
0件

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成

総合
所見

五反田架道橋の改築により、空頭高さが3.0mから3.8mに
改善され、車両の桁接触事故が無くなり、通行の安全性が
向上した。また、大型バス（3.7m）や大型緊急車両の通
行が可能となり、交通の利便性や防災機能が向上した。

【改良前】

【改良後改良後改良後改良後】
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◆指標３：JR茨木駅の乗降客数の増加
【数値目標の達成状況】

従前値
32,352,870人／ফ
(88,638人／日平均)

(平成24ফ২)

目標値
33,812,870人／ফ
(92,638人／日平均)

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
35,129,060人／ফ
(96,244人／日平均)

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成

①従前値の計測

（１）計測時期→平成26年3月（整備計画変更時）

（２）計測方法→西日本旅客鉄道（株）が公表する平成24年度JR茨木駅
一日平均乗車人員より算出。

（乗降客数＝一日平均乗車人員×２×365日）

②評価値（今回）の計測

（１）計測時期→平成28年9月

（２）計測方法→従前値と同様の手法で算出。平成28年度の一日平均乗車
人員は平成29年5月末に公表予定。

→平成27年度の一日平均乗車人員から乗降客数を算出し、
評価値（見込み値）とする。
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◆指標３：JR茨木駅の乗降客数の増加

【効果発現要因の整理】

目標値
33,812,870人／ফ
(92,638人／日平均)

(平成28ফ২)

௬੼値ৄق੢ाك
35,129,060人／ফ
(96,244人／日平均)

(平成28ফ২)

数値目標数値目標数値目標数値目標をををを達成達成達成達成

総合
所見

立命館大学開学に伴う駅利用者の増加に加え、駅東口駅前広場の
整備（人工地盤やエスカレーター等）により、交流空間の創出な
ど駅利用者の利便性が向上した。今後も駅構内の整備等、更なる
駅利用者の増加が見込まれる。

91,37691,37691,37691,376

88,18288,18288,18288,182

90,38890,38890,38890,388

88,86488,86488,86488,864

96,24496,24496,24496,244

立命館大学開学、ＪＲ茨木駅東口駅前広場供用開始（H27.4月）

88,63888,63888,63888,638
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◆定性的な効果発現状況

・障がい者団体と駅および駅周辺道路のバリアフリー化について意見交換

することで、誰もが利用しやすい施設整備に配慮することができた。

・駅の完成イメージパースや五反田橋梁の空頭高さ改善PR文書を工事仮囲

いに掲示することで、地域住民の駅開業に向けた機運を高めることができ

た。

・新駅や周辺道路整備が評価され、学校法人・追手門学院が周辺地区

（東芝大阪工場跡地）に新キャンパスの開学と中・高等学校を移転する

ことが検討されている。
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◆実施過程の評価
【住民参加プロセスの実施状況】

実施内容実施内容実施内容実施内容 実施年度・実施結果実施年度・実施結果実施年度・実施結果実施年度・実施結果 今後の対応方針等今後の対応方針等今後の対応方針等今後の対応方針等

茨木市総合交通戦
略協議会、茨木市
自転車利用環境整
備計画協議会、茨
木市バリアフリー
基本構想協議会へ
の市民委員の参加

【実施年度】
H25～H27年度
【実施結果】
対象地区を含む中心市街
地の活力創出やバリアフ
リー化に向けた検討にお
いて、市民委員を公募し
意見収集を行った。

今後も駅および駅周辺道
路整備のバリアフリー化
等について意見収集を行
い、関係機関と協議のう
え検討していく。

【持続的なまちづくり体制の構築】

実施内容実施内容実施内容実施内容 実施予定実施予定実施予定実施予定 今後の対応方針等今後の対応方針等今後の対応方針等今後の対応方針等

茨木市バリアフ
リー基本構想協議
会

各年度１回予定 重点整備地区内における
事業計画として、関係機
関と協議のうえ検討して
いく。
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４．今後のまちづくり方策
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（１）まちの課題の変化

・・・・五反田架道橋五反田架道橋五反田架道橋五反田架道橋のののの改築改築改築改築によりによりによりにより、、、、大型大型大型大型

バスやバスやバスやバスや大型緊急車両大型緊急車両大型緊急車両大型緊急車両のののの通行通行通行通行がががが

可能可能可能可能となりとなりとなりとなり、、、、交通交通交通交通のののの利便性利便性利便性利便性やややや防災防災防災防災

機能機能機能機能がががが向上向上向上向上。。。。

29

・・・・居住人口居住人口居住人口居住人口やややや大型車両大型車両大型車両大型車両のののの増加増加増加増加によりによりによりにより、、、、

歩行者歩行者歩行者歩行者・・・・自転車自転車自転車自転車・・・・自動車自動車自動車自動車のののの通行空間通行空間通行空間通行空間

のののの分離分離分離分離などなどなどなど道路整備道路整備道路整備道路整備によるによるによるによる交通交通交通交通ネットネットネットネット

ワークのワークのワークのワークの早期構築早期構築早期構築早期構築のののの必要性必要性必要性必要性。。。。

・・・・ （（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅開業総持寺駅開業総持寺駅開業総持寺駅開業をいかしたをいかしたをいかしたをいかした

賑賑賑賑わいわいわいわい創出創出創出創出などなどなどなど地域地域地域地域のののの魅力向上魅力向上魅力向上魅力向上

のののの必要性必要性必要性必要性。。。。

達成されたこと達成されたこと達成されたこと達成されたこと 新たな課題新たな課題新たな課題新たな課題

・・・・都市基盤整備都市基盤整備都市基盤整備都市基盤整備をををを契機契機契機契機にににに住宅需要住宅需要住宅需要住宅需要がががが

高高高高まりまりまりまり、、、、活力活力活力活力あるあるあるある居住環境居住環境居住環境居住環境のののの形成形成形成形成。。。。



（２）今後のまちづくり方策

・２期計画として、阪急総持寺駅西口交通広場の整備が予定されて

おり、駅前広場に乗り入れるバス路線の開設など総持寺地域の

交通利便性の向上を図る。

・継続中の歩道整備工事等を早期に完成させ、安全で快適な

歩行者・自転車ネットワークの充実を図る。

・JR茨木駅構内（エスカレータ設置等）や店舗開発により、駅利用者

の利便性向上や利用促進を図るとともに、西口駅前広場の再整備

等により市の玄関口としてのイメージアップやにぎわい創出を図る。
30

・（仮称）JR総持寺駅開業をいかした賑わいの創出等により、

地域の魅力向上を図る。



（３）整備事業の概要（H29以降）
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交付対象事業交付対象事業交付対象事業交付対象事業（（（（基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業のみのみのみのみ））））

事業実施期間事業実施期間事業実施期間事業実施期間（（（（年度年度年度年度））））

H29H29H29H29 H30H30H30H30 H31H31H31H31 H32H32H32H32 H33H33H33H33

新規新規新規新規
事業事業事業事業

----
都市都市都市都市
交通交通交通交通

(仮称)(仮称)(仮称)(仮称)JRJRJRJR総持寺駅西駐輪場総持寺駅西駐輪場総持寺駅西駐輪場総持寺駅西駐輪場
駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備
（（（（A=150A=150A=150A=150㎡）㎡）㎡）㎡）

新規新規新規新規
事業事業事業事業

30303030

2,1902,1902,1902,190

----
都市都市都市都市
交通交通交通交通

阪急総持寺駅西口駅前交通広場阪急総持寺駅西口駅前交通広場阪急総持寺駅西口駅前交通広場阪急総持寺駅西口駅前交通広場
交通広場整備交通広場整備交通広場整備交通広場整備
（（（（A=2,900A=2,900A=2,900A=2,900㎡）㎡）㎡）㎡）

818818818818

2,3152,3152,3152,315

388388388388

総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線総持寺駅前線

総持寺9号線総持寺9号線総持寺9号線総持寺9号線

JRJRJRJR茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業茨木駅駅舎改良事業

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=80mL=80mL=80mL=80m／／／／W=5.0mW=5.0mW=5.0mW=5.0m））））

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=420mL=420mL=420mL=420m／／／／W=12mうちW=12mうちW=12mうちW=12mうち歩道2.5歩道2.5歩道2.5歩道2.5mmmm「「「「両側両側両側両側」）」）」）」）

駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備駐輪場整備
（（（（A=1,776A=1,776A=1,776A=1,776㎡）㎡）㎡）㎡）

歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備（（（（L=1,200mL=1,200mL=1,200mL=1,200m／／／／W=12W=12W=12W=12～13～13～13～13mmmm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちうちうちうち歩道2.5歩道2.5歩道2.5歩道2.5～3.0～3.0～3.0～3.0mmmm「「「「両側両側両側両側」)」)」)」)

付替付替付替付替ええええ道路整備道路整備道路整備道路整備（（（（L=220mL=220mL=220mL=220m／／／／W=5.0W=5.0W=5.0W=5.0～6.5～6.5～6.5～6.5mmmm））））
横断歩道橋設置横断歩道橋設置横断歩道橋設置横断歩道橋設置

鉄道駅改良鉄道駅改良鉄道駅改良鉄道駅改良
（（（（エスカレーター5エスカレーター5エスカレーター5エスカレーター5基設置基設置基設置基設置、、、、トイレトイレトイレトイレ改修等改修等改修等改修等））））

A6A6A6A6

A7A7A7A7

A8A8A8A8

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

道路道路道路道路

都市都市都市都市
交通交通交通交通

別計画別計画別計画別計画
へへへへ移行移行移行移行

別計画別計画別計画別計画
へへへへ移行移行移行移行

別計画別計画別計画別計画
へへへへ移行移行移行移行

備考備考備考備考要素事業名要素事業名要素事業名要素事業名

庄中央線庄中央線庄中央線庄中央線

（（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場総持寺駅駅前駐輪場

事業内容事業内容事業内容事業内容
事業事業事業事業
種別種別種別種別

事業費事業費事業費事業費
（（（（百万円百万円百万円百万円））））

番号番号番号番号

A1A1A1A1
都市都市都市都市
交通交通交通交通

A2A2A2A2 道路道路道路道路

6,2446,2446,2446,244

410410410410

A3A3A3A3

A4A4A4A4

A5A5A5A5

庄歩専24号線庄歩専24号線庄歩専24号線庄歩専24号線 32323232

533533533533

386386386386

（（（（仮称仮称仮称仮称））））JRJRJRJR総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業総持寺駅整備事業
鉄道駅設置鉄道駅設置鉄道駅設置鉄道駅設置
架道橋架道橋架道橋架道橋（（（（五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁五反田橋梁））））改築改築改築改築

西河原歩専14号線西河原歩専14号線西河原歩専14号線西河原歩専14号線
自由通路自由通路自由通路自由通路・・・・歩道整備歩道整備歩道整備歩道整備
（（（（L=165mL=165mL=165mL=165m／／／／W=4.0W=4.0W=4.0W=4.0～4.5～4.5～4.5～4.5mmmm））））



５．フォローアップ計画
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〇フォローアップの実施

①フォローアップの対象となる指標①フォローアップの対象となる指標①フォローアップの対象となる指標①フォローアップの対象となる指標

・数値目標の達成状況を「見込み」で評価を実施した指標

・交付終了後１年以内に達成見込み「あり」とした指標

・今後のまちづくり方策において「改善策」を必要とする

場合

②フォローアップ計画②フォローアップ計画②フォローアップ計画②フォローアップ計画

・指標を全て「見込み」で実施したため、フォローアップ

を実施する

・JR新駅開業（平成30年春）後の平成30年5月頃等に

実施予定
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指指指指 標標標標

評価値評価値評価値評価値 1111年年年年以内以内以内以内
の達成の達成の達成の達成

見込みの見込みの見込みの見込みの
有無有無有無有無

フォローアップ計画フォローアップ計画フォローアップ計画フォローアップ計画

目標目標目標目標
達成度達成度達成度達成度

予定予定予定予定
時期時期時期時期

計測方法計測方法計測方法計測方法
その他その他その他その他
特記特記特記特記
事項事項事項事項

指標１指標１指標１指標１
庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区
地区計画区域内地区計画区域内地区計画区域内地区計画区域内
の人口の人口の人口の人口

見込み見込み見込み見込み △△△△ なしなしなしなし
平成平成平成平成30303030年年年年

5555月月月月

住所別世帯構成一覧の住民基住所別世帯構成一覧の住民基住所別世帯構成一覧の住民基住所別世帯構成一覧の住民基
本台帳人口（平成本台帳人口（平成本台帳人口（平成本台帳人口（平成30303030年年年年3333月月月月
末）を平成末）を平成末）を平成末）を平成30303030年年年年5555月に月に月に月に集計し集計し集計し集計し、、、、
確定値確定値確定値確定値とする。とする。とする。とする。

ÜÜÜÜ

指標２指標２指標２指標２
五反田橋梁下を五反田橋梁下を五反田橋梁下を五反田橋梁下を
通過する車両の通過する車両の通過する車両の通過する車両の
桁接触事故件数桁接触事故件数桁接触事故件数桁接触事故件数

見込み見込み見込み見込み ○○○○ ÜÜÜÜ
平成平成平成平成30303030年年年年

5555月月月月

平成平成平成平成29292929年度の事故件数を平年度の事故件数を平年度の事故件数を平年度の事故件数を平
成成成成30303030年年年年5555月に月に月に月にJRJRJRJR西日本に問西日本に問西日本に問西日本に問
い合わせ、確定値い合わせ、確定値い合わせ、確定値い合わせ、確定値とする。とする。とする。とする。

ÜÜÜÜ

指標３指標３指標３指標３
JRJRJRJR茨木駅の茨木駅の茨木駅の茨木駅の
年間乗降客数年間乗降客数年間乗降客数年間乗降客数

見込み見込み見込み見込み ○○○○ ÜÜÜÜ
平成平成平成平成30303030年年年年

5555月月月月

平成平成平成平成29292929年度の乗車人員を平年度の乗車人員を平年度の乗車人員を平年度の乗車人員を平
成成成成30303030年年年年5555月に月に月に月にJRJRJRJR西日本に問西日本に問西日本に問西日本に問
い合わせ、平成い合わせ、平成い合わせ、平成い合わせ、平成29292929年度の年年度の年年度の年年度の年
間乗降客数を算出し、確定値間乗降客数を算出し、確定値間乗降客数を算出し、確定値間乗降客数を算出し、確定値
とする。とする。とする。とする。

ÜÜÜÜ

その他のその他のその他のその他の
数値指標数値指標数値指標数値指標

１１１１

((((仮称仮称仮称仮称)JR)JR)JR)JR総持寺総持寺総持寺総持寺
駅周辺（半径駅周辺（半径駅周辺（半径駅周辺（半径
700700700700ｍｍｍｍ圏内）の圏内）の圏内）の圏内）の
新設住宅戸数新設住宅戸数新設住宅戸数新設住宅戸数

平成平成平成平成30303030年年年年
5555月月月月

平成平成平成平成29292929年度の新設住宅戸数年度の新設住宅戸数年度の新設住宅戸数年度の新設住宅戸数
を平成を平成を平成を平成30303030年年年年5555月に建築確認申月に建築確認申月に建築確認申月に建築確認申
請より集計し、確定値とする。請より集計し、確定値とする。請より集計し、確定値とする。請より集計し、確定値とする。

ÜÜÜÜ

その他のその他のその他のその他の
数値指標数値指標数値指標数値指標

２２２２

庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区庄一丁目地区
の公示価格のの公示価格のの公示価格のの公示価格の
変動率変動率変動率変動率

平成平成平成平成31313131年年年年
3333月月月月

平成平成平成平成31313131年年年年3333月に国土交通省が月に国土交通省が月に国土交通省が月に国土交通省が
公表する地価公示価格を用い公表する地価公示価格を用い公表する地価公示価格を用い公表する地価公示価格を用い
て算出し、確定値て算出し、確定値て算出し、確定値て算出し、確定値とする。とする。とする。とする。

ÜÜÜÜ
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６．パブリックコメントの実施
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公表資料公表資料公表資料公表資料
社会資本整備総合交付金事業
「茨木市総合交通戦略」
事後評価シート（原案）

公表場所公表場所公表場所公表場所 ホームページ、担当課窓口、市役所情報ルーム

意見募集期間意見募集期間意見募集期間意見募集期間 平成28年11月8日から平成28年12月7日まで

意見の受付方法意見の受付方法意見の受付方法意見の受付方法
担当課へFAX、電子メールの送信もしくは
書面を直接提出

意見募集結果意見募集結果意見募集結果意見募集結果 １人 ３件

→茨木市建設事業評価委員会の開催に先立ち、事後評価原案を公表
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パブリックコメントの実施



提出された意見等及び市の考え方
〇全体について

No. 意見の概要 市の考え方

1

市総合交通戦略と第5
次総合計画との整合性
について、丹念に説明
されたい。

第5次総合計画の取組である、（仮称）JR
総持寺駅をいかした都市づくりや魅力ある
中心市街地・駅周辺の整備を実施するにあ
たり、社会資本総合整備計画「茨木市総合
交通戦略」を作成し、計画の目標を定め、
事業を実施しています。

2

（仮称）ＪＲ総持寺駅
をいかしたまちづくり
を、どのように考えて
いるか、方向性を説明
されたい。

（仮称）JR総持寺駅を安威川東部地域の新
たな交通結節点とすることにより、阪急総
持寺駅や東芝大阪工場跡地との連携やネッ
トワークが形成され、商業等の活性化が期
待され、活力ある魅力的なまちづくりの推
進が図られると考えています。

3

追手門学院（中・高）
東芝跡地に移転と仄聞
した、見通しを説明さ
れたし。

学校法人・追手門学院が東芝大阪工場跡地
に新キャンパスの開学と中・高等学校の移
転を検討されています。
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７．今後のスケジュール

38



今後今後今後今後のスケジュールのスケジュールのスケジュールのスケジュール

○事後評価シート（原案）の公表（パブリックコメント）
・平成28年11月8日から12月7日の１ヶ月間 ※実施済

○建設事業評価委員会の開催（平成29年1月25日）

○次期整備計画（2期）の作成（平成29年2月）

○事後評価結果の国への報告（平成29年3月）

〇整備計画（第5回変更）を国へ提出（平成29年3月）
※事業費を実績値に修正

○次期整備計画（2期）を国へ提出（平成29年3月）

○事後評価シートの公表（平成29年4月～）
・ホームページ、市役所情報ルーム、担当課窓口にて公表

○フォローアップの実施（平成30年5月、平成31年3月）
39


